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(公財)自然エネルギー財団 シニアマネージャー（気候変動）、グリーン建築推進フォーラム運営委員会副委員長 西田 裕子氏 
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13:30～13:35 

(5 分) 
開会の挨拶       (一財)建築環境・省エネルギー機構理事長 

東京大学名誉教授、グリーン建築推進フォーラム代表 
村上 周三 氏  

 【総 論】   

13:35～14:00 １）文明とパンデミック 
 

(25 分) 東京大学 名誉教授  月尾 嘉男 氏 1 

14:00～14:20 ２）コロナ対策における建築分野の取組と持続可能性問題  

(20 分） （前出） 村上 周三 氏 3 

14:20～14:25 

(5 分) 
休 憩  

 【各 論】 

 
14:25～14:45 

(20 分) 
１） 建築分野における新型コロナ対応の最新動向 

 早稲田大学創造理工学部建築学科 教授 田辺 新一 氏 17 

14:45～15:05 

(20 分) 
２） 住宅とコロナ：健康住宅の視点から   

 慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科 教授 伊香賀 俊治 氏 34 

15:05～15:25 

(20 分) 
３） オフィスとコロナ：健康経営の視点から   

 千葉大学大学院工学研究院創生工学専攻建築学コース 准教授 林 立也 氏 48 

 【討論とまとめ】  

15:25～16:00 

（35 分） 
司会  （前出） 

吉野 博  氏 

西田 裕子 氏 

 

 （前出） 村上 周三 氏 
 

 （前出） 月尾 嘉男 氏 
 

  （前出） 田辺 新一 氏  

 （前出） 伊香賀 俊治 氏 
 

 （前出） 林 立也 氏 
 

（プログラムは変更する場合があります。） 

 



総　論 －1

演   題     基調講演︓文明とパンデミック 

ご講演者 

月尾　嘉男 ⽒ 

東京大学 名誉教授

1942年愛知県生まれ。1961年愛知県立旭丘高等学校卒業。
1965年東京大学工学部建築学科卒業。
1971年東京大学大学院工学系研究科建築学専攻博士課程修了。
1978年工学博士（東京大学）。
1972-75年(株)都市システム研究所所長。
1976-88年名古屋大学工学部建築学科助教授。
1988-91年名古屋大学工学部建築学科教授。
1989-92年東京大学生産技術研究所第５部客員教授（併任）。
1991-99年東京大学工学部産業機械工学科教授。
1999-02年東京大学大学院新領域創成科学研究科メディア環境学分野教授。
2002-03年総務省総務審議官。
2003年より東京大学名誉教授。専門はメディア政策。地域振興と環境保護のため、地域の人々と釧路湿原
塾、羊蹄山麓塾、信州仰山塾、瀬戸内海塾などを主宰。
著書に『縮小文明の展望』（東京大学出版会2003）『地球千年紀行』（清水弘文堂書房）『先住民族の叡
智』（遊行社2013）『航海物語』（遊行社2015）『転換日本』（東京大学出版界2017）などがある。
趣味はカヤック、クロスカントリースキー。2004年2月南米大陸南端のケープホーンをカヤックで周回に成
功。 

【略歴】 
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総　論 －2

演   題    コロナ対策における建築分野の取組と持続可能性問題 

ご講演者 
村上 周三 ⽒ 

（⼀財）建築環境・省エネルギー機構 理事⻑ 
東京⼤学名誉教授 

1942 年 愛媛県⽣まれ 
【略歴】1985 年 東京⼤学 ⽣産技術研究所 教授（〜2001 年） 
    1999 年 デンマーク⼯科⼤学 客員教授（〜1999 年） 

2001 年 慶應義塾⼤学 理⼯学部 教授（〜2008 年） 
2003 年 東京⼤学 名誉教授 
2003 年 建築環境・省エネルギー機構 理事⻑（現職） 
2005 年 ⽇本建築学会 会⻑（〜2007 年） 
2008 年 建築研究所 理事⻑（〜2012 年） 
2010 年 環境未来都市 構想有識者検討委員会（内閣府）等 座⻑ 
2015 年 新国⽴競技場整備事業の技術提案等審査委員会 委員⻑ 
2018 年 ⾃治体 SDGｓ推進評価・調査検討会（内閣府） 座⻑ 

【主な受賞歴】 
【国内賞】1989 年 ⽇本建築学会賞 

1975〜2007 年 空気調和・衛⽣⼯学会賞（計 15 回） 
2004 年 ⽇本⾵⼯学会学会賞 
2014 年 ⽇本建築学会⼤賞 

【国際賞】1998 年 ASHREI（アメリカ暖房冷房空調学会）ベストペーパー賞 
2001 年 ASHREI（アメリカ暖房冷房空調学会）フェローアワード 
2002 年 SCANVAC（ｽｶﾝｼﾞﾅﾋﾞｱ空調学会）ジョン・リドバーグ ゴールドメダル 
2007 年 サステナブル建築国際会議（ソウル） 優秀研究賞

  2007 年 IAWE（世界⾵⼯学会）アラン・ダベンポート メダル 

【主な著書】 
2000 年 『CFD による建築・都市の環境設計⼯学』（単著）東京⼤学出版会 
2006 年 『サステナブル⽣命建築』（共著）共⽴出版 
2007 年 『CASBEE 住まい「⼾建」⼊⾨』（共著）建築技術 
2007 年 『教室の環境と学習効率』（共著）建築資料研究社 
2008 年 『ヴァナキュラー建築居住環境性能』（単著）慶應義塾⼤学出版会 
2010 年 『低炭素社会におけるｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ』（共著）慶應義塾⼤学出版会 
2012 年 『スマート＆スリム未来都市構想』（単著）エネルギーフォーラム
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Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
1

コロナ対策におけるコロナ対策における

村上 周三
東京大学 名誉教授

（一財） 建築環境・省エネルギー機構 理事長

（内閣府） 自治体SDGs推進評価・調査検討会 座長

2020.7.21
住宅,オフィス環境とコロナ

緊急シンポジウム

建築分野の取組と持続可能性問題建築分野の取組と持続可能性問題

（2020年7月時点の展望）

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
2

1. パンデミックと感染対策1. パンデミックと感染対策

3. 都市分野の話題

論点

4. 新たな持続可能性の枠組み：

コロナ対策とSDGsの連携

2. 建築分野の話題

2.2. リアル空間の利用

2.1. デジタル技術とサイバー空間

4



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
3

現状認識

1. 近年稀に見る大規模な感染症災害の発生

2. ウイルス対策に向けて、
新たな社会を如何にデザインするか？

（感染対策）×（社会システム）×（経済運営）のトレードオフ

現代史における位置づけ： コロナ（COVID19）以前、以後

危機回避に向けた啓示

グローバルな枠組を持つ新たな持続可能性の課題

・ ダーウィン（？）：
「生き残るのは強い生物でなく、変わることができる生物」

・ ルイスキャロル、「鏡の国のアリス」 ：
「その場に止まるためには、走り続けなければならない」

グローバルな経済運営に対する致命的な障害

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
4

3. 実証された3 密回避の著しい効果

新たなパラダイムに基づく持続可能性の課題設定

4. “集中から分散”へのパラダイムシフト
従来のパラダイム： 人類文明の発展を支えた集中居住

仮にワクチンの開発に成功しても、今回のコロナ対応で
進展した“変化”がすべて元に戻るとは考えにくい

1. パンデミックが今回だけで終るとは考えにくい
いかにしてウィルスとの共存を図るか

持続可能に向けたパラダイムシフト: 
感染対策から見えてきた“変化”の方向

2. 変わることこそが持続可能への道
既存システムの微調整では終わらない“変化”

5



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
5

1. パンデミックと感染対策

3. 都市分野の話題

4. 新たな持続可能性の枠組み：

コロナ対策とSDGsの連携

2. 建築分野の話題

2.2. リアル空間の利用

2.1. デジタル技術とサイバー空間

論点

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
6

デジタル革命が建築・都市にもたらす波及効果の見極め

建築分野における “集中から分散” へのパラダイムシフト

3. 通勤等の移動形態の変化
人類は移動の負担、距離の制約から
部分的に解放されつつある

自動車文明がもたらした空間移動の大衆化
というイノベーションに相当するか

建築分野として、新たなパラダイムシフト
を受け止める体制づくり

1. 3 密回避に必須の取組としてのデジタル化の推進

住宅／オフィス市場における構造変化の兆し

テレワーク／在宅勤務の常態化がもたらす
住宅／オフィス設計のパラダイムシフト

2. 住まい方、働き方、遊び方におけるデジタル革命の進展

遅れている日本社会のデジタル革命を加速する好機

6



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
7

“サイバー空間” の活用

3. サイバー空間における時間/空間利用の構造の変化

移動時間、ロスタイムの削減等 時間管理の効率化

場所の占有概念の解消、人数制限の緩和等 空間管理の効率化

1. 建築分野で特に注目すべきデジタル革命

集会等の運営における“リアル空間”から
“サイバー空間”への移行

2. 本稿における“サイバー空間”とは

リアル空間で行われる業務、集会等の活動が、
デジタル技術を活用して非リアル空間で実施されるとき、
その場を“サイバー空間”と呼ぶ

・ 会議はリアルだが集合の場は仮想
・ 新たな交流形式、新たな交流空間の誕生か
・ 建築分野に求められる新たな交流空間のデザイン

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
8

サイバー空間利用の具体化

ウェブ会議、ウェブシンポ、オンライン講義、オンライン飲み会

1. サイバー空間における非対面の集会、会議等の進展

サイバー空間が取り払った時間、距離、広さ、移動等に
関する様々な制約

・ 制約の解消がもたらす省エネ等の多様な波及効果

2. リアル空間より拡張される機能とサービス

会議参加者全員が共有できるデータベース等、
情報環境の高度化

複数の会議への同時参加

着席参加の制約からの解放（イヤホンの活用）

・ 疑似的なトランスポート（瞬間移動）やパラレルワールド等

・ 予想外に少ない抵抗

7



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
9

1. 疑似体験文化の進展と集会形式の変化

サイバー空間利用の光と影

リアル空間の集会等に見られる“知的共鳴”、
“知的化学反応”や“体験共有”, “トランス状態”が
サイバー空間で再現されるか？

2. 孤独化、孤立化の進展と社会的“絆”の脆弱化の懸念

仕事、娯楽、文化活動の多くが映像等で
代替される疑似体験文化

・ いわゆる“生”から遊離した複製文化

非対面文化におけるメンタルヘルスの問題

・ ライブハウス、ハーバード白熱講義の事例

3密回避は、運用の仕方によって“隔離”に結び付く恐れ

一層顕著になるデジタルデバイドと疎外感

・ ウェブ会議で充分質の高い議論がなされているか？

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
10

1. パンデミックと感染対策

3. 都市分野の話題

4. 新たな持続可能性の枠組み：

コロナ対策とSDGsの連携

2. 建築分野の話題

2.2. リアル空間の利用

2.1. デジタル技術とサイバー空間

論点

8



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
11

1. サイバー空間で代替できないリアル空間の機能とは？
3 密回避や非対面交流の進展で失うものは何か？

リアル空間利用とサイバー空間利用の最適設計

・ 空調/照明技術がもたらした無窓の大空間
・ 高層建築を可能にしたエレベーター

2. サイバー空間利用の常態化は
リアル空間デザインに大きな変化をもたらすか？

過去の事例

如何なるリアル空間利用の形態が生き残るか？

・ Face to Face の交流がもたらす
意識の共有、体験の共有、絆 等

・ “生”の復権
リアル空間とサイバー空間が切り目なく共存する
ミラーワールドへの展望

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
12

2. 低接触/非接触型建築の試み

リアル空間における感染防止の技術開発 各論 （事例）

・ 呼吸時、マスク/フェースシールド着用時、

人体周り、空調時の詳細な気流解析

1. 3 密回避と感染防止の空間計画

汚染粒子の詳細な軌道解析

換気効率解析に基づく換気・通風計画の再検討

建物との接触機会を可能な限り回避する
ハード面の工夫（ドアノブ, エレベーター等）

デジタル技術の活用によるソフト面の工夫
・ 非接触エコノミーのノウハウの活用

求められる建築環境分野からの発信

9



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
13

空調と機械換気に全面的に依存する過剰に人工化された生活様式

3 密を超えて

屋外自然環境との接点が希薄になった密閉性の高い
現代建築の見直し

1. 3 密防止に止まらない、3 密防止を超えて豊かな、
建築空間の提案は可能か？

3. 現代建築への反省

3 密回避だけで終わるなら建築計画の将来展望は開けない

過剰な人工化への反省という意味で地球環境問題と課題を
共有する

・ “自然換気”の復権

2. 感染防止を図りながら、密集を可能とするような
建築空間の技術開発があり得るか？

例えば、居酒屋空間における感染対策としての
エアカーテンやパーソナル排気等

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
14

ウィルスとの共存時代の公衆衛生とウェルネス

1. 公衆衛生計画において、スマホ/ウェアラブル
健康機器等の利用が一般化する時代

個体別の感染対策、ウェルネス管理の時代

2. 管理社会の進展

メンタルヘルスの管理問題

ウィルスとの共存社会における
新たな公衆衛生概念、
新たな健康・ウェルネス概念の構築へ

欠かせないSDGsのゴール群（ゴール3等） との連携

10



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
15

1. パンデミックと感染対策

3. 都市分野の話題

4. 新たな持続可能性の枠組み：

コロナ対策とSDGsの連携

2. 建築分野の話題

2.2. リアル空間の利用

2.1. デジタル技術とサイバー空間

論点

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
16

都市化と集中居住： 集中居住の光と影

1. パンデミックの背景としての集中居住
集中から分散へのパラダイムシフト
・ コンパクトシティをはじめとして、従来の都市計画の

パラダイムとのトレードオフ

新たなパラダイムは都市の衰退をもたらすか？
・ 過去における分散化の成功例と失敗例

3. グローバルスケールで進展する人の移動と集中居住
公衆衛生基盤の脆弱化

2. 集中居住の進行に歯止めがかかるか？
特に発展途上国で著しい近年の都市化

都市人口： 先進国で約80％、
発展途上国で約50％ （2020年時点）

11



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
17

デジタル革命がもたらす非対面交流や
移動形態の変化等が都市システムに及ぼす影響は？

3. マイカーという個人的移動空間を利用する3密の回避
ドライブ・スルー文化と低交流型社会

1. サイバー空間利用がもたらす
情報格差、距離の壁/移動の制約からの解放

大都市圏と地方圏の格差縮小につながるか？

4. 都市の路上空間計画における新たなパラダイム
ソーシャルディスタンスの制約を如何に克服するか？

如何にして “街のにぎわい” を取り戻すか

2. 非接触経済の進展
大規模ショッピングモールがもたらした
中心市街地の空洞化の事例

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
18

1. パンデミックと感染対策

3. 都市分野の話題

4. 新たな持続可能性の枠組み：

コロナ対策とSDGsの連携

2. 建築分野の話題

2.2. リアル空間の利用

2.1. デジタル技術とサイバー空間

論点

12



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
19

新たな持続可能性の課題

2. 持続可能性に係る課題としての位置づけ

生命に直結する問題で緊急性、切迫性が高い

特に被害が集中しやすい弱者救済の視点 等

1. 人類の存続と繁栄を脅かすグローバルな政策課題

レジリエントな新しい経済・社会・環境システム構築に
向けた挑戦

“集中から分散”へのパラダイムシフト

社会・経済に対する深刻な負の波及効果

近年繰り返して発生するコロナ禍

ウィルスと共存する社会のデザイン

経済・社会・環境の運営におけるトレードオフ

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
20

1. 変化を目指すという意味で、SDGsとの親和性

SDGsは社会変革を標榜 （2030アジェンダ）

2. “危機管理”という意味での類似性

地球環境の危機とパンデミックの危機

3. コロナ対策とSDGにおける時間的/空間的構造
両者は全く異なる

持続可能性の課題としてのコロナ対策とSDGs

コロナ対策とSDGsの連携の方向があるか？

“ウイルスと共存するレジリエントな脱炭素社会の構築”

グローバルな課題として連携して取組むことの
メリットは大きい

4. 3密回避という意味で、コロナ対策の方向は明確

コロナ対策がもたらすSDGsの推進に対する波及効果

13



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
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① 地球環境問題等 ：年の単位

② パンデミック ：日の単位

① 地球環境問題等 ：地球のスケール

② パンデミック ：ソーシャルディスタンス

時間スケール、空間スケールの基本的相違

持続可能性問題における時間スケールと空間スケール

1. 特徴的時間スケール

2. 特徴的空間スケール

この違いに留意した連携のデザイン

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
22

両者は、親和性は高いが、時間/空間等の構造は異なる

コロナ対策とSDGsの違い

1つの持続可能性の課題としてまとめることは
容易ではない

1. コロナ対策の取組とSDGsの取組の構造
時間、空間の両側面において大きく異なる

従って, 経済・社会・環境とのかかわり方が大きく異なる

2. コロナ対策における集中から分散へのパラダイムシフト
このパラダイムシフトはSDGsには求められていない

SDGsに対するプラスの波及効果を期待できるか？

・ 例えば、分散化がもたらす環境負荷削減

3. パンデミック対応に求められる緊急性、切迫性
地球環境問題対応のスピードアップにつながるか？

14
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貧困 飢餓 健康 教育 ジェンダー ⽔ エネルギー 経済成⻑ 産業 不平等 まちづくり 資源循環 気候変動 海 森 平和 ﾊﾟｰﾄﾅｰ
ｼｯﾌﾟ

（17のゴール）

注1：SDGs “wedding cake” illustration presented by Johan Rockström and Pavan Sukhdev

SDGsウェディングケーキ

SDGsにおける経済・社会・環境を柱とする枠組の有効性
コロナ対策においてもSDGsの枠組の活用の有効性

両者は連携して進めることが効果的

社会レイヤー

経済レイヤー

環境レイヤー
（生物圏レイヤー）

1

貧困 飢餓
2

健康
3

教育
4

ジェン
ダー

5

⽔
6

エネル
ギー

7

経済
成⻑

8

産業
9

不平等
10

まち
づくり

11

気候
変動

13

海
14

森
15

16

平和

12
資源
循環

ﾊﾟｰﾄ
ﾅｰｼｯﾌﾟ

17

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
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2. 取組におけるシナジー効果とトレードオフ効果
① 3 密回避のデジタル革命と省エネのシナジー効果

② トレードオフ問題
（感染対策）×（社会的混乱）×（経済停滞）

1. 統合的取組の共通性
両者は経済・社会・環境という枠組みの基盤を
共有している

両者の連携がもたらすシナジー効果の最大化と
トレードオフ緩和への期待

連携の1つの方向としてのグリーン・リカバリー

コロナ対策とSDGsの連携の必要性

・ コロナ対策における接触回避の取組で爆発的に
進展するデジタル革命の、SDGsの取組への適用

・ 環境対策でも、しばしば同様のトレードオフが発生

15



Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
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ウェブ会議等の普及による移動の制約からの解放

グローバルなパートナーシップの
爆発的な進展をもたらすか

コロナ対策で加速されるデジタル革命が
SDGsの各ゴールの推進に与える大きな影響

2つの持続可能性の取組の共鳴による新たな展開

期待される2つの取組のスパイラルアップ

コロナ対策の取組と関連が深いSDGsのゴール

① ゴール3 (健康)、ゴール7 (エネルギー)、
ゴール11 (まちづくり) 等に対する、より幅広い視点の提供

② 特にゴール17 (パートナーシップ) の展開に対する期待

コロナ対策において開発される手法をSDGsに
活用することは、SDGsの新たな展開をもたらす

Shuzo Murakami, Institute for Building Environment and Energy Conservation
26

ご清聴ありがとうございました

http://www.jsbc.or.jp/index.htmlhttp://www.ibec.or.jp/index.html
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各　論 －１

演   題     建築分野における新型コロナ対応の最新動向 

ご講演者 

田辺　新一 ⽒ 

早稲田大学創造理工学部建築学科　教授

【略歴】 

1958年福岡県生まれ。専門は建築環境学。快適性と省エネルギーのバランスに興味を持つ。
1982年早稲田大学理工学部建築学科卒業。同大学大学院修了、工学博士。
1984～86年デンマーク工科大学研究員。
1992～93年カリフォルニア大学バークレー校訪問研究員。
1992～99年お茶の水女子大学助教授。
1999年早稲田大学理工学部建築学科助教授。
2001年から同大学教授。日本学術会議会員、米国暖房冷凍空調学会フェロー。
2020年度文部科学大臣表彰科学技術賞受賞。
主な著書に「住環境再考」、「ゼロ・エネルギーハウス」（萌文社）など。 

17
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MERV 0.3-1.0μm 1.0-3.0μm 3.0-10μm
 E-3

6 35~50%
7 50~70%
8 70~85%
9 85%

E-2
10 60~65% 85%
11 65~80% 85%
12 80%+ 85%

 E-1
13 <75% 90% 99%
14 75~85% 90% 99%
15 85~95% 90% 99%
17 99% 99% 99%

: ANSI/ASHRAE Standard 52.2-2007(ASHRAE 2007).
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各　論 －2 

演   題     住宅とコロナ︓健康住宅の視点から 

ご講演者 
伊⾹賀 俊治 ⽒ 

慶應義塾⼤学 理⼯学部 システムデザイン⼯学科 教授 

【略歴】 
1959年東京生まれ。早稲田大学理工学部建築学科卒業、同大学院修了。
（株）日建設計 環境計画室長、東京大学助教授を経て、2006年より慶應義塾大学 理工学部 システムデザイン
工学科 教授。
専門は建築・都市環境工学。博士（工学）。日本建築学会副会長、主な研究課題は『住環境が脳･循環器･呼吸
器･運動器に及ぼす影響実測と疾病･介護予防便益評価（科研費基盤S）』。
共著に『最高の環境建築をつくる方法』、『すこやかに住まう、すこやかに生きる、ゆすはら健康長寿の里づくりプロジェクト』
など。
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1Ikaga Lab., Keio University

2
https://www.who.int/sustainable-development/publications/housing-health-guidelines/en/ 2018.11.27
Ikaga Lab., Keio University 35
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7Ikaga Lab., Keio University

Umishio W., Ikaga T., Fujino Y., Ando S., Kubo T., Nakajima Y., Hoshi T., Suzuki M., Kario K., Yoshimura T., Yoshino H., Murakami S.; on behalf of the SWH Survey Group.
Disparities of indoor temperature in winter: a cross sectional analysis of the nationwide Smart Wellness Housing survey in Japan, Indoor Air, 2020.6

8Ikaga Lab., Keio University

Umishio W., Ikaga T., Fujino Y., Ando S., Kubo T., Nakajima Y., Hoshi T., Suzuki M., Kario K., Yoshimura T., Yoshino H., Murakami S.; on behalf of the SWH Survey Group.
Disparities of indoor temperature in winter: a cross sectional analysis of the nationwide Smart Wellness Housing survey in Japan, Indoor Air, 2020.6
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Umishio W., Ikaga T., Kario K., Fujino Y., Hoshi T., Ando S., Suzuki M., Yoshimura T., Yoshino H., Murakami S.; on behalf of the SWH Survey Group. 

Intervention study of the effect of insulation retrofitting on home blood pressure in winter: a nationwide smart wellness housing survey, Journal of 
Hypertension 2020(

https://journals.lww.com/jhypertension/Abstract/9000/Intervention_study_of_the_effect_of_insulation.96937.as
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各　論 －３

演   題　オフィスとコロナ︓健康経営の視点から 

ご講演者 

林　立也 ⽒ 

千葉大学大学院工学研究院
創生工学専攻建築学コース 准教授

【略歴】 

2001年に日建設計に入社。建築物の設備設計および企業、行政の建築物における環境配慮方針の策定など
に従事。2008年に日建設計総合研究所に転籍し、都市・街区・建築物に関する全般的なコンサルティング
業務に従事。国や自治体の施策検討、エネルギー会社の新規事業提案、建築物のエネルギーシミュレーショ
ン等を担当。
2013年より、千葉大学大学院にて教育・研究に携わりつつ、不動産業界のESG不動産投資の普及促進を手
掛ける。
2017年には国土交通省土地建設産業局不動産市場整備課における「ESG不動産投資の普及促進に関する勉
強会」のWT委員を担当。
2006年より、CASBEE（建築物総合環境性能評価システム）の開発メンバーに幹事として関わり、2019年
にはCASBEE-ウェルネスオフィス（建築物の健康性、生産性への貢献度評価システム）では開発の責任者
を務める。
早稲田大学建築学科卒、東京大学大学院建築学専攻　工学博士
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CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.

2019 3

Web https://www.e miki.com/market/sapporo/index.html
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CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.

SDGs
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ESG

SDGs

CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.

ESG TCFD WG 5 3 2020/06/04

ESG S
E
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SOMPO

CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.

14,522 64.8 35.2
: 2020 6 19 6 23

:
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ITC

R01 2020.3

CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.
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2020 5 14

STRATEGIES FROM THE WELL BUILDING STANDARD covid19 v2
International WELL Building Institute 2020 5 14 15

New LEED Guidance to Address COVID 19 and Support Buildings with Reopening Strategies
USGBC 2020 6 9

CBRE Japan 2020 5 21

re entry New Normal
Jones Lang LaSalle K.K. 2020 5 21

2020 6 12

2020 5 4
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CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.
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CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.

1 Promote clean contact

2 Improve air quality

3 Maintain water quality

4 Manage risk and create rganizational resilience

5 Support movement and comfort, including work
from home

6 Strengthen immune systems

7 Foster mental resilience

8 Support community resilience and recovery

CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.

CASBEE WO

Qw 5,3 Qw 5,3
Qw 1, 1.5

Qw 5,3 Qw 5,3
Qw 1, 5.4
Qw 1, 1.5

Qw 5,3 Qw 5,3
Qw 5,3 Qw 5,3

Qw 1, 4.4.1

Qw 4, 1.4.1
Qw 1, 4.4.2
Qw 1, 4.3 Qw 4, 1.4.2

Qw 5, 2
Qw 2, 2.1
Qw 5, 2

Qw 5, 2
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CASBEE WO

Qw 1, 5.6 Qw 1, 5.6
Qw 1, 5.5 Qw 1, 5.7 Qw 1, 5.5,7
Qw 1, 1.6
Qw 1, 5.3

Qw 1, 5.2 Qw 1, 5.2

Qw 1, 3.1
Qw 1, 5.1

Qw 5, 3 Qw 5, 3
Qw 1, 6.1 Qw 1, 6.1,2 Qw 1, 6.1,2

Qw 1, 1.4.1
Qw 3, 3.1
Qw 1, 5.8 Qw 1, 5.8

Qw 5, 3
Qw 5, 1

Qw 4, 2.1 Qw 4, 2.1
Qw 1, 4.1 Qw 5, 3

CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.

CASBEE
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CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.
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